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　明治
39
（
１
９
０
６
）
年
、
平
町
で
大
火

事
が
発
生
。
水
不
足
の
た
め
、
街
の
ほ
と
ん

ど
が
焼
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

水
道
布
設
の
計
画
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
水
源
地
の
課
題
な
ど
を
乗
り
越
え
、

大
正
10
（
１
９
２
１
）
年
11
月
１
日
、
平
町

に
引
か
れ
た
の
が
、
本
市
最
初
の
水
道
で
す
。

　それ
か
ら
１
０
５
年
、
広
大
な
面
積
を
有

す
る
本
市
は
給
水
区
域
も
広
く
、
水
道
管
の

総
延
長
は
約
２
，２
８
０
㎞
と
、
札
幌
市
か

ら
那
覇
市
が
直
線
で
つ
な
が
る
ほ
ど
の
長
さ

ま
で
拡
大
。
平
浄
水
場
、
上
野
原
浄
水
場
、

泉
浄
水
場
、
山
玉
浄
水
場
・
法
田
ポ
ン
プ
場

の
４
水
系
、
１
３
４
カ
所
の
配
水
池
と
82
カ

所
の
ポ
ン
プ
場
か
ら
成
り
立
つ
、
大
規
模
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

給
水
の
き
っ
か
け

　水源
地
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
原
水
は
、
取

水
施
設
や
浄
水
場
、
配
水
池
な
ど
を
通
り
、

各
家
庭
や
事
業
所
等
に
運
ば
れ
ま
す
。
本
市

で
は
、
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
お
い
し
い
水
道

水
を
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
水
質
管
理

セ
ン
タ
ー
で
法
定
基
準
よ
り
も
厳
し
い
検
査

を
ク
リ
ア
し
た
水
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　近年
、
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
た
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

と
呼
ば
れ
る
化
学
物
質
の
う
ち
、
自
然
界
で

は
分
解
さ
れ
に
く
い
も
の
と
し
て
人
の
健
康

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
・

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
検
出
値
も
、
い
ず
れ
の
浄
水
場

に
お
い
て
も
国
の
水
質
基
準
値
を
下
回
っ
て

お
り
、
高
い
安
全
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

品
質
に
こ
だ
わ
っ
た
水
道
水

岐
路
を
迎
え
る
水
道
経
営

※

主
に
炭
素
と
フ
ッ
素
か
ら
な
る
化
学
物
質
で
、
一
万
種
以
上
存

在
。
環
境
へ
の
残
留
性
や
有
害
性
が
指
摘
さ
れ
、
国
際
的
に
規
制

さ
れ
て
い
る
の
は
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
や
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
な
ど
の
一
部
の
物
質
。

　
私
た
ち
が
１
日
に
利
用
す
る
水
道
水
は
約
2
3
0
ℓ
。
5
0
0
㎖
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
換
算
で
4
6
0
本
分
に
も
な
り
ま
す
。

い
つ
も
身
近
に
あ
る
水
道
水
で
す
が
、
安
全
に
飲
め
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
多
く
の
過
程
が
あ
り
ま
す
。

　
本
特
集
で
は
、
皆
さ
ん
に
安
心
安
全
な
水
道
水
を
お
届
け
す
る
た
め
の
市
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特
集
１

　安心
安
全
な
水
道
水
を
こ
れ
か
ら
も
届
け
る
た
め
に

　給水人口の減少に伴い、収入も減少。現
在の料金体系を維持すると、令和８年度を
境に支出が収入を上回り、赤字となる見込
み。

　給水人口は平成10年の34.7万人をピーク
に減少傾向が続いている。令和13年には
27万人を割る見込み（令和８年度以降は推
計値）。

給水人口の推移

収入 支出

水道財政収支の決算額と見込み額

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

審議会の答申内容
いわき水みらいビジョン
2031の取り組み状況や水
道料金水準などの見直し
について、答申がなされ
ました。

詳細こちら▶

水道局経営戦略課
☎22-9310

収支差

※

は
っ
た

　
一
方
、
人
口
減
少
の
波
は
水
道
行
政
に
も

大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
給
水
人
口

の
減
少
に
よ
り
、
収
益
は
減
少
傾
向
。
高
度

経
済
成
長
期
に
布
設
が
進
ん
だ
水
道
管
も
、

50
年
以
上
が
経
過
し
老
朽
化
が
深
刻
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
震
が
起
き
て
も
壊
れ
に
く
い
水

道
管
へ
の
入
れ
替
え
を
計
画
的
に
進
め
て
い

ま
す
が
、
総
延
長
の
長
さ
か
ら
コ
ス
ト
も
か

か
る
の
が
実
情
で
す
。

　
水
道
事
業
は
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
水
道
料

金
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
人
口
減
少
、
施
設
の
老
朽
化
、
そ

し
て
資
材
等
の
物
価
高
騰
な
ど
を
踏
ま
え
、

今
年
９
月
、
市
水
道
事
業
経
営
審
議
会
か
ら
、

今
後
の
水
道
事
業
経
営
に
つ
い
て
、
料
金
見

直
し
に
係
る
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
答
申
を
踏
ま
え
、
料
金
改
定
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

年度

年度
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　水道
局
で
は
「
安
全
」
「
強
靭
」
「
持

続
」
の
３
本
柱
の
も
と
、
水
質
検
査
や
施
設

の
維
持
保
全
、
イ
ベ
ン
ト
や
市
民
へ
の
説
明

会
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
た
情
報
発
信
な
ど
を

行
い
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に
配
水
す
る

こ
と
を
第
一
に
経
営
を
進
め
て
い
ま
す
。

　東日
本
大
震
災
や
令
和
元
年
東
日
本
台
風

で
は
、
市
内
各
地
で
断
水
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
教
訓
か
ら
、
平
常
時
だ
け
で
な
く
、
災

害
や
事
故
が
発
生
し
た
際
に
も
滞
る
こ
と
な

く
配
水
す
る
た
め
、
強
固
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　また
、
地
震
に
強
い
水
道
管
へ
の
更
新
や
、

災
害
時
に
医
療
機
関
な
ど
の
重
要
施
設
に
確

実
に
配
水
す
る
た
め
の
工
事
も
実
施
中
で
す
。

　水道
は
、
生
活
を
支
え
る
生
命
線
で
す
。

地
震
や
大
雨
な
ど
の
緊
急
時
だ
か
ら
こ
そ
、

い
つ
も
ど
お
り
に
水
が
出
る
だ
け
で
ほ
っ
と

す
る
。
そ
の
安
心
感
を
、
ど
ん
な
と
き
で
も

お
届
け
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
、
着
実
に

努
力
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　東日
本
大
震
災
に
よ
る
管
路
な
ど
か
ら
の

漏
水
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
お
け
る
平

浄
水
場
の
浸
水
等
に
よ
り
、
市
内
の
広
い
範

囲
で
断
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
災

害
に
対
応
す
る
た
め
、
一
つ
の
浄
水
場
が
被

災
し
て
も
、
他
の
浄
水
場
か
ら
水
を
送
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

市
内
で
は
、
二
つ
の
エ
リ
ア
で
水
の
融
通

に
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
、
平
浄
水

場
と
上
野
原
浄
水
場
の
融
通
と
、
平
浄
水
場

か
ら
中
央
台
・
小
名
浜
方
面
へ
の
送
水
で
す
。

こ
れ
ら
に
必
要
な
水
道
管
や
ポ
ン
プ
場
な
ど

の
整
備
は
既
に
完
了
し
て
い
ま
す
。
も
う
一

つ
は
、
鹿
島
・
常
磐
地
区
間
で
の
水
の
融
通

で
す
。
実
現
に
向
け
、
水
道
管
や
中
部
配
水

池
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
令
和
10
年
度
の

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。  

　今後
も
、
市
内
全
域
で
災
害
に
強
い
水
道

の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　水道水は、お住まいの地域によって給水元の浄水場が異なります。地域の浄水場が
使えなくなると断水が起きていたのですが、その不便を解消するため、現在は浄水場
水系同士が水を融通し合える仕組みの構築を進めています。
　現在整備中の中部配水池は、泉浄水場から配水している常磐地区に、平浄水場から
の配水を可能とする施設で、完成すれば、災害時の断水被害を最小限に抑えることが
可能です。大規模災害はいつ起こるか分からないからこそ、安心につながる施設整備
に携わっていることにやりがいと責任を感じています。緊急時にも、市民の皆さんに
いち早く安心して水をお届けするため、中部配水池の早期完成を目指していきます。

緊急時にも水を届けるため

　市民の方だけでなく水道局や市の職員でも、実際に目にする機会はほとんどない業
務ですが、本市では浄水処理から水質検査まで、全ての工程を「自前」で管理してい
るのが大きな強みです。
　水道水の原水となる市内の河川水・地下水の水質検査も行っており、浄水処理に注
意が必要な状況かどうかを確認し、万が一の水質変化にも迅速に対応できるような体
制となっています。自前の検査室があるからこそ、より効率的に安全な水道水の提供
ができると考えています。安全な水を安定して届けるため、市民の皆さんの日常を支
える「最後の砦」として、これからも正確な検査を行っていきます。

日常を支える最後の砦

災
害
に
強
い
水
道
へ

▲中部配水池を整備し、
　互いの水道水を融通

平浄水場水系

中部配水池

泉浄水場水系

2

345

6

1
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配水課
司馬技査

水質管理センター
竹内専門技術員
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持
保
全
、
イ
ベ
ン
ト
や
市
民
へ
の
説
明

会
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
た
情
報
発
信
な
ど
を

行
い
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に
配
水
す
る

こ
と
を
第
一
に
経
営
を
進
め
て
い
ま
す
。

　東日
本
大
震
災
や
令
和
元
年
東
日
本
台
風

で
は
、
市
内
各
地
で
断
水
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
教
訓
か
ら
、
平
常
時
だ
け
で
な
く
、
災

害
や
事
故
が
発
生
し
た
際
に
も
滞
る
こ
と
な

く
配
水
す
る
た
め
、
強
固
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　また
、
地
震
に
強
い
水
道
管
へ
の
更
新
や
、

災
害
時
に
医
療
機
関
な
ど
の
重
要
施
設
に
確

実
に
配
水
す
る
た
め
の
工
事
も
実
施
中
で
す
。

　水道
は
、
生
活
を
支
え
る
生
命
線
で
す
。

地
震
や
大
雨
な
ど
の
緊
急
時
だ
か
ら
こ
そ
、

い
つ
も
ど
お
り
に
水
が
出
る
だ
け
で
ほ
っ
と

す
る
。
そ
の
安
心
感
を
、
ど
ん
な
と
き
で
も

お
届
け
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
、
着
実
に

努
力
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　東日
本
大
震
災
に
よ
る
管
路
な
ど
か
ら
の

漏
水
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
お
け
る
平

浄
水
場
の
浸
水
等
に
よ
り
、
市
内
の
広
い
範

囲
で
断
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
災

害
に
対
応
す
る
た
め
、
一
つ
の
浄
水
場
が
被

災
し
て
も
、
他
の
浄
水
場
か
ら
水
を
送
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

市
内
で
は
、
二
つ
の
エ
リ
ア
で
水
の
融
通

に
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
、
平
浄
水

場
と
上
野
原
浄
水
場
の
融
通
と
、
平
浄
水
場

か
ら
中
央
台
・
小
名
浜
方
面
へ
の
送
水
で
す
。

こ
れ
ら
に
必
要
な
水
道
管
や
ポ
ン
プ
場
な
ど

の
整
備
は
既
に
完
了
し
て
い
ま
す
。
も
う
一

つ
は
、
鹿
島
・
常
磐
地
区
間
で
の
水
の
融
通

で
す
。
実
現
に
向
け
、
水
道
管
や
中
部
配
水

池
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
令
和
10
年
度
の

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。  

　今後
も
、
市
内
全
域
で
災
害
に
強
い
水
道

の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　水道水は、お住まいの地域によって給水元の浄水場が異なります。地域の浄水場が
使えなくなると断水が起きていたのですが、その不便を解消するため、現在は浄水場
水系同士が水を融通し合える仕組みの構築を進めています。
　現在整備中の中部配水池は、泉浄水場から配水している常磐地区に、平浄水場から
の配水を可能とする施設で、完成すれば、災害時の断水被害を最小限に抑えることが
可能です。大規模災害はいつ起こるか分からないからこそ、安心につながる施設整備
に携わっていることにやりがいと責任を感じています。緊急時にも、市民の皆さんに
いち早く安心して水をお届けするため、中部配水池の早期完成を目指していきます。

緊急時にも水を届けるため

　市民の方だけでなく水道局や市の職員でも、実際に目にする機会はほとんどない業
務ですが、本市では浄水処理から水質検査まで、全ての工程を「自前」で管理してい
るのが大きな強みです。
　水道水の原水となる市内の河川水・地下水の水質検査も行っており、浄水処理に注
意が必要な状況かどうかを確認し、万が一の水質変化にも迅速に対応できるような体
制となっています。自前の検査室があるからこそ、より効率的に安全な水道水の提供
ができると考えています。安全な水を安定して届けるため、市民の皆さんの日常を支
える「最後の砦」として、これからも正確な検査を行っていきます。

日常を支える最後の砦

災
害
に
強
い
水
道
へ

▲中部配水池を整備し、
　互いの水道水を融通
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